第９回新島襄記念法律討論会  規約

第1章  名称および目的

第1条   本法律討論会は新島襄記念法律討論会と称す。

第2条   本法律討論会は、幅広い大学間交流を通じて、法学を志す学生同士が互いに

          切磋琢磨しあうことにより、平素体験し難いより実践的かつ効果的な学習を

          通じて、学生相互間の親睦を深め、各々の学力並びに学習意欲、研究意欲の

          向上を図ることを目的とする。

第2章  機関

第3条   本法律討論会は、最高機関として代表者会議を設ける。

第4条   代表者会議は各参加校を代表する２名と、実行委員数名をもって組織する。

第5条   各参加校は、代表者会議において、１個の投票権を有する。但し、委任状に

            より、その行使を委任することができる。

第6条   代表者会議は、参加校の過半数で決議する。但し、本規約の改正については

          別に定める。

第7条   本法律討論会は、討論会運営のために、開催校を中心に実行委員を選出して、

          実行委員会を設置する。尚、実行委員会は本法律討論会に論者及び質問者と

          して参加することはできない。

第8条   実行委員会は、最初の代表者会議で承認を得て、活動する。但し、それ以前

          の活動についてはその場で事後承認を得ることを必要とする。

第9条   実行委員会は、大会当日における最高の意思決定機関となる。

第10条   実行委員会は、討論会運営のために細則を定める。

第3章  会計

第11条   本法律討論会の費用は細則の定めるところに従う。

第12条   予算案の作成は実行委員会が行うものとする。但し、当年度最初の代表者会

          議の承認を必要とする。

第13条 　実行委員会は参加費、繰越金等、一切の費用を保管する責任をもつ。

第14条   実行委員会は、相当の期間内に会計報告を各参加校に行い、次年度

          の最初の代表者会議の議決を経なければならない。

第4章  附則

第15条   本規約の改正は、代表者会議において、参加校の３分の２以上の同意を得な

          ければならない。
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